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はじめに 

このプロジェクトでは、Amazon WorkSpaces と AWS Directory Service を使用し

て、クラウドデスクトップをデプロイする方法について説明します。Amazon 

WorkSpaces は、AWS クラウドで動作する完全マネージド型のセキュアなデスク

トップコンピューティングサービスです。Amazon WorkSpaces では、クラウド

ベースの仮想デスクトップを簡単にプロビジョニングでき、ユーザーに必要なド

キュメント、アプリケーション、リソースへのアクセスを提供できます。AWS 

Directory Service では、AWS クラウドで簡単に Microsoft Active Directory (AD)  

をセットアップして実行したり、AWS リソースを既存のオンプレミス Microsoft 

Active Directory に接続したりできます。 

目標: 

 Amazon WorkSpaces を使用して、クラウドデスクトップをプロビジョニングし、Windows  

および Mac コンピューター、Chromebook、iPad、Fire タブレット、Android タブレット対応

の Amazon WorkSpaces クライアントアプリケーションを使用して、クラウドデスクトップに

アクセスする。 

 Microsoft AD を使用して、新しいディレクトリを作成し、ユーザーを追加する。プロジェクト

の一部として、Microsoft AD のユーザーに Amazon WorkSpace を割り当てる方法について説

明します。 

 AWS マネジメントコンソールを使用して、基本的な管理タスクを実行する。Amazon 

WorkSpace を再起動および再構築する方法、新しい Amazon WorkSpace のプロビジョニング

用に独自のカスタムイメージを作成する方法、Amazon WorkSpace の削除方法について説明し

ます。 

 

 

https://aws-preview.aka.amazon.com/workspaces/
https://aws-preview.aka.amazon.com/directoryservice/details/
https://aws-preview.aka.amazon.com/console/
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開始前の準備: 

 AWS アカウント: Amazon WorkSpace のプロビジョニングの開始に AWS アカウントが必要

です（AWS にサインアップする）。 

 スキルレベル: デスクトップコンピューティングと Microsoft AD の基本的な知識があれば役立

ちますが、必須ではありません。 

 AWS の使用経験: このプロジェクトの完了に AWS の使用経験は必須ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://portal.aws.amazon.com/gp/aws/developer/registration/index.html
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ステップ 1: AWS アカウントを作成する 

1. AWS アカウントを取得済みでない場合は、 http://aws.amazon.com で画面上の指示に

従って作成します。サインアッププロセスの一環として、通話呼び出しを受け取り、 

電話のキーパッドを用いて PIN を入力することが求められます。 

 

2. Amazon WorkSpaces コンソール（https://console.aws.amazon.com/workspaces/）に移

動します。 

 

3. 右上のドロップダウンリストから有効なリージョンを選択します。 

アマゾン ウェブ サービスでは現在、さまざまな国と地域の 12 リージョンでサービスを

ホストしています。Amazon WorkSpaces は、現在のリージョンのうち 6 リージョンで

利用できます（下図 1 を参照）。 

 

図 1: WorkSpace のリージョンの選択 

http://aws.amazon.com/
https://console.aws.amazon.com/workspaces/
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注意 

最も近いリージョンを選択するときに役立つように、ヘルスチェックのページ

（http://health.amazonworkspaces.com）ですべてのサービスリージョンに対する往復時

間を示しています。 

 

図 2: WorkSpace のヘルスチェック 

 

ステップ 2: VPC とサブネットを作成する  

WorkSpace が正しく機能するには、1 つのパブリックサブネットと 2 つのプライベートサブ

ネットが必要です。そのための最も簡単な方法は、VPC ウィザードを使用して、1 つのパブ

リックサブネット、1 つのプライベートサブネット、NAT ゲートウェイ、インターネットゲー

トウェイ（IGW）を作成することです。VPC ウィザードを使用する場合は、サブネット間の

ルーティングテーブルを手動で作成する必要はありません。VPC を作成する前に、Elastic IP 

アドレスを割り当てる必要があります。 

まず、目的のリージョンで Elastic IP (EIP) アドレスを割り当てます。そのためには、Amazon 

EC2 コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2）のナビゲーションペインで、[Network 

& Security] セクションの  [Elastic IPs] を選択してから、 [Allocate New Address]、 [Yes, 

Allocate] の順に選択します。作成された EIP アドレスをメモしておきます（下図 3 を参照）。 

http://health.amazonworkspaces.com/
https://console.aws.amazon.com/ec2
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図 3: Elastic IP アドレスの割り当て 

VPC ウィザードを使用して VPC を作成するには 

1. Amazon VPC コンソール（https://console.aws.amazon.com/vpc/）を開きます。 

2. ナビゲーションペインで、[VPC Dashboard]、[Start VPC Wizard] の順に選択します。

まだ VPC リソースがない場合は、ダッシュボードの [Your Virtual Private Cloud] 領域

で、[Get started creating a VPC] を選択します。 

3. [VPC with Public and Private Subnets] を選択したら、[Select] を選択します（下図 4 

を参照）。 

 

図 4: VPC ウィザードでの VPC の作成 

https://console.aws.amazon.com/vpc/
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4. ウィザードに以下の情報を入力し、[Create VPC] を選択します。 

VPC ウィザードのフィールド 

オプション 値 

IP CIDR block 10.0.0.0/16 

VPC Name WorkSpaces VPC 

Public subnet 10.0.0.0/24 

Availability Zone No Preference 

Public subnet name WorkSpaces Public Subnet 

Private subnet 10.0.1.0/24 

Availability Zone No Preference 

Private subnet name WorkSpaces Private Subnet 1 

Elastic IP Allocation ID 前のセクションで作成したアドレスに対応する Elastic IP 

割り当て ID を選択します。この ID は NAT ゲートウェイ

に割り当てられます。 

Add endpoints for S3 to your 
subnets 

[none] のままにします。 

Enable DNS hostnames デフォルトの選択のままにします。 

Hardware tenancy Default 

 

5. VPC が作成されるまでに数分かかります。VPC を作成した後、次のセクションに進み

ます。 
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注意 

i. VPC 名とサブネット名は識別専用です。お客様にとって意味のある任意の記述子

を使用できます。 

ii. プライベートサブネットを作成するリージョンをメモしておきます。以下のス

テップで、追加のプライベートサブネットを作成する必要があります。そのサブ

ネットは、ウィザードで作成したものとは異なるサブネットに存在する必要があ

ります。 

2 番目のプライベートサブネットの追加 

以下の手順を実行して 2 番目のプライベートサブネットを作成します。 

1. Amazon VPC コンソール（https://console.aws.amazon.com/vpc/）を開きます。 

2. ナビゲーションペインで、[Subnets] を選択し、WorkSpaces Private Subnet 1 という名

前のサブネットを選択したら、ページの下部の [Summary] タブを選択します。このサ

ブネットのアベイラビリティーゾーンをメモしておきます（下図 5 を参照）。 

 

図 5: WorkSpaces Private Subnet 1 のアベイラビリティーゾーンの識別 

3. [Create Subnet] を選択し、以下の情報を [Create Subnet] ダイアログボックスに入力し

て、[Yes, Create] を選択します。 

https://console.aws.amazon.com/vpc/
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サブネット 2 の設定 

オプション 値 

Name tag WorkSpaces Private Subnet 2 

VPC VPC を選択します。これは WorkSpaces VPC という名

前の VPC です。 

Availability Zone 手順 2 でメモしておいたものとは異なるアベイラビリ

ティーゾーンを選択します。Amazon WorkSpaces で使

用される 2 つのサブネットは異なるアベイラビリティー

ゾーンに存在する必要があります。 

CIDR Block 10.0.2.0/24 

 

ルートテーブルの変更 

以下の手順を実行して、サブネットのルートテーブルを変更します。 

1. Amazon VPC コンソール（https://console.aws.amazon.com/vpc/）を開きます。 

2. ナビゲーションペインで [Subnets] を選択し、WorkSpaces Public subnet という名前の

サブネットを選択します。ページの下部の [Route Table] タブを選択し、サブネットの 

Route Table 識別子をメモしておきます。ルートテーブルの識別子は rtb-XXXXXXXX のよ

うになります。 

3. ナビゲーションペインで、[Route Tables] を選択し、前の手順で識別したルートテーブ

ルを選択して、名前を Workspaces Public Route table に変更します。 

4. ページの下部の [Routes] タブを選択し、以下のエントリが WorkSpaces Public route 

table のルートテーブルにあることを確認します。必要に応じてルートテーブルを変更

し、[Edit] を選択します。 

 

 

https://console.aws.amazon.com/vpc/
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NAT サブネットルートテーブル 

送信先 ターゲット 

10.0.0.0/16 local 

0.0.0.0/0 igw-XXXXXXXX 

これは、VPC 宛てのすべてのトラフィックをローカルにルーティングし、他のすべての 

IP アドレス宛てのトラフィックを、Amazon VPC ウィザードで作成した  Internet 

Gateway (IGW) にルーティングします。igw-XXXXXXXX はインターネットを識別します。 

5. ナビゲーションペインで、[Subnets] を選択し、WorkSpaces Private Subnet 1 という名

前のサブネットを選択します。ページの下部の [Route Table] タブを選択し、サブネッ

トの Route Table 識別子をメモしておきます。ルートテーブルの識別子は rtb-XXXXXXXX 

のようになります。 

6. WorkSpaces Private Subnet 2 という名前のサブネットを選択し、ページの下部の 

[Route Table] タブを選択します。ルートテーブル識別子は WorkSpaces Private Subnet 

1 と  WorkSpaces Private Subnet 2 とで同じになる必要があります。 WorkSpaces 

Private Subnet 2 のルートテーブルが異なる場合は、同じになるようにエントリを編集

します。 

7. ナビゲーションペインで、[Route Tables] を選択し、先ほど識別した WorkSpaces ルー

トテーブルを選択して、名前を WorkSpaces Private Route Table に変更します。 

8. ページの下部の [Routes] タブを選択し、VPC 範囲のローカルルートと 0.0.0.0/0 の NAT 

ルートが以下のようになっていることを確認します。 
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WorkSpaces サブネットのルートテーブル 

送信先 ターゲット 

10.0.0.0/16 local 

0.0.0.0/0 nat-XXXXXXXXXXXXXXXXX 

VPC 宛てのすべてのトラフィックをローカルにルーティングし、他のすべての IP アド

レス宛てのトラフィックを  NAT ゲートウェイにルーティングします。 

nat-XXXXXXXXXXXXXXXXX は NAT ゲートウェイを識別します。 

 

ステップ 3: Amazon WorkSpaces ディレクト

リをクラウドに作成する 

Amazon WorkSpaces では、ディレクトリを使用して、WorkSpace とユーザー情報が保存され

て管理されます。Simple AD または Microsoft AD を使用して、このディレクトリをクラウドに

作成できます。さらに、Active Directory Connector を使用して、既存の Active Directory に接

続できます。 

Microsoft AD ディレクトリの作成 

このチュートリアルでは、Amazon Directory Services コンソールを使用して Microsoft AD 

ディレクトリを作成します。 
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Microsoft AD ディレクトリを作成するには 

1. Amazon Directory Services コンソール

（https://console.aws.amazon.com/directoryservice/）を開きます。 

2. [Get Started Now] を選択します。 

3. [Create Microsoft AD] を選択します。 

4. 以下の情報を入力します。 

オプション 値 

Directory DNS ディレクトリの完全修飾名（workspaces.demo.com 

など） 

NetBIOS name ディレクトリの短い名前（workspaces など） 

Administrator password ディレクトリ管理者のパスワードです。ディレクトリの

作成プロセスでは、ユーザー名 Admin とこのパスワード

を使用して管理者アカウントが作成されます。以下に示

しているパスワードの要件に注意してください。 

Confirm password 管理者のパスワードをもう一度入力します。 

Description ディレクトリの説明（必要に応じて） 

 

管理者パスワードの要件 

ディレクトリ管理者のパスワードです。ディレクトリの作成プロセスでは、ユーザー

名 Admin とこのパスワードを使用して管理者アカウントが作成されます。 

パスワードには "admin" という単語を含めることはできません。 

https://console.aws.amazon.com/directoryservice/
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ディレクトリ管理者のパスワードは大文字と小文字が区別され、8～64 文字の長さにす

る必要があります。また、以下の 4 つのカテゴリうち 3 つから少なくとも 1 文字を含め

る必要があります。 

 小文字（a～z） 

 大文字（A ～ Z） 

 番号（0 ～ 9） 

 アルファベット以外の文字（~!@#$%^&*_-+=`|\(){}[]:;"'<>,.?/） 

5. [VPC Details] セクションに以下の情報を入力して、[Next Step] を選択します。 

オプション 値 

VPC ディレクトリの VPC（WorkSpaces VPC、または IP 範

囲 10.0.0.0/16 の VPC） 

Subnets 2 つのプライベートサブネットとして、WorkSpaces 

Private subnet 1 と WorkSpaces Private Subnet 

2 をディレクトリサーバー（IP 範囲 10.0.1.0/24 および 

10.0.2.0/24）用に選択します。 

 

6. ディレクトリ情報を確認し、必要な変更を加えます。情報が正しいことを確認して、

[Create Microsoft AD] を選択します。 

ディレクトリが作成されるまでに数分かかります。正常に作成されると、 [Status] 値が 

[ACTIVE] に変わります。 
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ステップ 4: WorkSpace を起動する 

Directory がセットアップされると、WorkSpace はコンソールから起動できます。 

1. https://console.aws.amazon.com/workspaces/ に移動します。[Launch WorkSpaces] を選択

します（下図 6 を参照）。 

 

 

図 6: Launch WorkSpaces ウィザードの使用 

2. 前のセクションで作成したディレクトリを選択し、[Next Step] を選択します。WorkSpaces 

では、WorkSpaces サービスにディレクトリを登録します。このプロセスが完了するまでに 

5 分ほどかかることがあります。 

3. これで、ユーザーをディレクトリに追加するか、既存のユーザーから選択できます。 

このディレクトリを作成したので、1 つ以上のユーザーを作成する必要があります。新しい

ユーザーの該当する情報をすべて入力し、[Create] を選択します。作成されたユーザーアカ

ウントは WorkSpace のリストに自動的に追加されます（下図 7 を参照）。 

https://console.aws.amazon.com/workspaces/
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図 7: ユーザーの作成と選択 

注意 

i. このチュートリアルでプロビジョニングする最初の WorkSpace は、以降の 

デプロイ用のマスターイメージを作成するために使用されます。そのため、

"ImageBuilder" という名前を付けることで、その用途を示すことができます。 

ii. ワンタイムアクティベーションリンクを受け取ることができるように、 

E メールを受信できる有効な E メールアドレスを使用することが重要で

す。このユーザーアカウントがアクティブになるには、アクティベーション

ページの指示に従って、パスワードを設定する必要があります。有効な  

E メールアドレスを使用しない場合は、コンソールから登録リンクを取得す

る必要があります。 
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4. 次に、先ほど作成したユーザーに WorkSpaces バンドルを割り当てます。このチュートリア

ルでは、Performance バンドルを選択し、前のステップで作成したユーザーに割り当てます

（下図 8 を参照）。 

 

図 8: WorkSpaces バンドルの選択とユーザーへの割り当て 

5. この時点で、[WorkSpaces Configuration] のオプションが表示されています（下図 9 を参

照）。この画面では、実行モードとして [AlwaysOn] または [AutoStop] を選択し、暗号化ド

ライブを有効にして、タグを指定できます。AlwaysOn 実行モードは月単位の課金に使用さ

れ、AutoStop 実行モードは時間単位の課金に使用されます。この WorkSpace は [AutoStop] 

に設定し、[Encryption] のオプションを選択して、 [Next] をクリックします。ルートボ

リュームを暗号化すると、WorkSpace のプロビジョニングに必要な時間が長くなりますが、

プロビジョニング後の運用パフォーマンスへの影響はありません。 
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図 9: WorkSpace の設定 

6. 次の画面で、詳細を確認した後、[Launch WorkSpaces] を選択すると、起動プロセスが開

始されます。このプロセスが完了するまでに 60 分ほど（ルートボリュームを暗号化するオ

プションを選択しなかった場合は  20 分ほど）かかります。このプロセスの実行中、

WorkSpace のステータスとして "PENDING" が表示されます。完了すると、ユーザーには  

E メールが届きます。そのメールには登録コードと共に、クライアント

（https://clients.amazonworkspaces.com/）のダウンロード手順が示されています。 

https://clients.amazonworkspaces.com/
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E メールが届かない場合は、ユーザーの WorkSpace を選択してから、[Actions]、[Invite 

User] の順に選択することで、このメッセージの内容を表示できます（下図 10 を参照）。 

 

図 10: ユーザーのアクティベーションリンクの取得 

7. 招待  E メール内のリンクをたどって、ユーザープロファイルの作成が完了したら、

WorkSpaces クライアントをダウンロードして、WorkSpace に接続します。 

ステップ 5: 初期 WorkSpace をカスタマイズ

する 

この時点で、最初の Amazon WorkSpace にログインしています。次は、WorkSpace を更新

し、アプリケーションをいくつか追加します。 
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1. Windows Update を実行し、更新プログラムを適用して、クライアントを最新の状態にしま

す。プロンプトが表示されたら再起動します。WorkSpace が再起動されるまでに、5 分ほど

かかります。Windows Update によっては、さらに時間がかかることがあります。すべて 

Windows Update が適用されたら、この WorkSpace のカスタマイズを続行します。 

2. 壁紙を変更します。 

3. http://www.google.com/chrome から Chrome ブラウザーをインストールします。 

4. https://notepad-plus-plus.org/download から Notepad++ の最新バージョンをダウンロード

し、インストールします。 

5. [Start]、[Run] の順に選択し、「Server Manager」と入力します（Amazon WorkSpaces は 

Windows 7 Experience Pack 適用済みの  Windows Server 2008 R2 で動作）。Server 

Manager を起動します。 

6. Server Manager で、[Features] を選択します。Server Manager によるデータの収集が終了

した後、[Action] メニューから [Add Features] を選択します（下図 11 を参照）。 

 

 

図 11: Server Manager を使用した機能の追加 

7. [Remote Server Administration Tools] の下の [Role Administration Tools] で、[AD DS and 

AD LDS Tools] を選択したら、[Next] を選択します（下図 12 を参照）。 

http://www.google.com/chrome
https://notepad-plus-plus.org/download
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図 12: Active Directory 管理者機能の追加 

8. Add Features ウィザードで、このロールの追加後、WorkSpace を再起動するように求めら

れます。先に進んで、再起動します。約 5 分後、WorkSpace に再接続します。 

9. Server Manager ウィザードが自動的に再開されます。完了したら、そのウィザードを閉

じます。 

10. [Start]、[Run] の順に選択し、「Users and Computers」と入力します。Active Directory 

Users and Computers 管理ツールが表示されます。Ctrl キーと Shift キーを押しながら、

[Active Directory Users and Computers] を右クリックして、[Run as different user] を選択し

ます。 

11. プロンプトが表示されたら、ユーザー名として「Admin」と入力し、手順 3 でディレクトリ

を作成するときに使用したパスワードを入力します（下図 13 を参照）。 
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図 13: Admin として実行 

12. ここで示しているのは、Microsoft AD ディレクトリです。workspaces.demo.com ドメインに移

動し、workspaces 組織単位（OU）を展開して、Users OU を選択します（下図 14 を参照）。 

 

図 14: Active Directory のビュー 
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13. [Action] メニューから [New]、[User] の順に選択し、ディレクトリで新しい Test User を作成

します（下図 15 を参照）。 

 

図 15: Active Directory への新しいユーザーの追加 

追加の WorkSpace をデプロイするときに、このユーザーを使用します。そのため、次の画

面でパスワード（後で使用）を設定し、[User must change password at next logon] の選択

を解除します。ユーザーアカウントの作成後、[Test User] を右クリックし、[Properties] 

を選択して、E メールアドレスを指定します。E メールアドレスがないと、後の手順で 

WorkSpace をプロビジョニングできません。 

14. Active Directory Users and Computers コンソールを閉じて、WorkSpace を再起動します。 
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ステップ 6: カスタムイメージとバンドルを作

成する 

WorkSpace をカスタマイズしたところで、次は、以降のデプロイ用のイメージを作成します。 

1. WorkSpaces コンソール（https://console.aws.amazon.com/workspaces）に移動します。 

2. ImageBuilder に割り当てられている WorkSpace のステータスが "AVAILABLE" であることを

確認します。 

3. ImageBuilder WorkSpace を選択し、[Actions]、[Create Image] の順に選択します（下図 16 

を参照）。 

 

図 16: 以降の WorkSpace 用の新しいイメージの作成 

https://console.aws.amazon.com/workspaces
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4. イメージの名前と説明を入力し、[Create Image] を選択します。このプロセスが完了するま

でに 45 分ほどかかります。ImageBuilder WorkSpace はこの間、使用できなくなります（下

図 17 を参照）。 

 

図 17: 新しいイメージの名前付け 

WorkSpaces コンソールの [Images] セクションから進捗状況をモニタリングできます。 

イメージのステータスが "AVAILABLE" に変わったら、ImageBuilder WorkSpace が再起動

され、使用可能になります。 

5. イメージの作成が完成したら、このイメージからバンドルを作成する必要があります。

[Images] ページで、新しいイメージを選択してから、[Actions]、[Create Bundle] の順に選

択します（下図 18 を参照）。 

 

図 18: 新しいイメージからのバンドルの作成 
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6. バンドルの名前と説明を入力し、[Performance] ハードウェアタイプを選択したら、[Create 

Bundle] を選択します（下図 19 を参照）。 

   

図 19: 新しいバンドルの作成 

注意 

ハードウェアタイプは、初期 WorkSpace を作成するときに使用したハードウェアタイプと一致する

必要はありません。 

7. WorkSpaces コンソールのメイン画面に戻り、[Launch WorkSpace] を選択します。 

8. workspaces.demo.com ディレクトリを選択し、[Next Step] を選択します。 

9. [Show All Users] を選択し、先ほど作成した Test User アカウントを確認したら、[Add 

Selected]、[Next Step] の順に選択します。 

10. カスタムバンドルを testuser アカウントに割り当て、[Next Step] を選択します（下図 20  

を参照）。 

 

図 20: 新しいバンドルを使用した新しい WorkSpace の作成 
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11. [WorkSpaces Configuration] 画面で、[AutoStop for Running Mode] を選択したら、[Next 

Step] を選択します。 

12. [Review & Launch] 画面で、[Launch WorkSpaces] をクリックします。ルートボリュームを暗

号化するオプションを選択した場合は、WorkSpace が完了するまでに 60 分ほどかかります。 

13. Test User の  WorkSpace の作成が完了したら、WorkSpaces クライアントを使用して 

WorkSpace に接続します。登録コードはディレクトリごとに固有であるため、初期 

WorkSpace のものと同じになります。 

14. Test User WorkSpace のデスクトップにアクセスすると、以下のようになっています。 

 壁紙は ImageBuilder WorkSpace のものと同じです。 

 Chrome と Notepad++ はインストールされています。 

 Active Directory Remote Server Administration Tools はすでに使用可能です。 

 WorkSpace には、イメージの作成時点で使用可能だったすべての Windows Update 

があります。 
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ステップ 7: 再起動および再構築する 

WorkSpace のトラブルシューティング時に使用する 2 つの主要なアクションは、再起動と再構

築です。WorkSpace に接続している場合、他の  Windows クライアントと同様、 [Start]  

メニューから  WorkSpace を再起動できます。この例では、WorkSpace に接続した後、

WorkSpaces コンソールから管理者として再起動します。 

再起動 

1. Test User WorkSpace の状態を確認した後、WorkSpace に接続し、WorkSpaces コンソール

のメイン画面に戻ります。ログインしたまま、Test User WorkSpace に接続している状態

で、コンソールで Test User WorkSpace を選択したら、[Actions]、[Reboot Workspaces] 

の順に選択します（下図 21 を参照）。 

 

図 21: WorkSpace の再起動 

再起動中は WorkSpace から切断されます。 
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2. WorkSpace のステータスが "AVAILABLE" から "REBOOTING" に変わって "AVAILABLE"  

に戻るまでに 5 分ほど待ってから、再接続します。 

再構築 

WorkSpace の再構築は、より破壊的なアクションです。System ボリューム（C ドライブ）

は、WorkSpace のプロビジョニングに使用されたイメージから再構築され、User Data  

ボリューム（D ドライブ）は最後のスナップショットに復元されます。System ボリュームに

インストールされた新しいアプリケーションは復元されません。Data ボリュームのスナップ

ショットは 12 時間ごとに作成されますが、正確な時間は変わります。このラボでは、スナッ

プショットの復元状況を確認する場合、いくつかのデータファイルを D: ドライブに書き込んで

から、12 時間後に再構築オペレーションを試すこともできます。 

再構築のしくみを見てみましょう。 

1. Test User WorkSpace に接続します。 

2. [Add or Remove Programs] に移動します。 

3. Notepad++ をアンインストールします。 

4. https://www.sublimetext.com/3 に移動し、Windows 64 ビット用のインストーラーをダウン

ロードします。ダウンロードしたファイルを D ドライブに保存します。 

5. デフォルトのインストールディレクトリ c:\Program Files\Sublime Text 3 を使用してインス

トールを実行します。 

これで、Test User WorkSpace はインストールされましたが、Notepad++ は削除されました。 

すぐに再構築した場合は、以前の状態に戻りますが、この  WorkSpace は作成されてから  

12 時間経過していないため、D ボリュームの更新されたスナップショットを取得することはで

きません。Data ボリュームのスナップショットの復元状況を確認するには、ラボを一時停止

し、翌日に確認する必要があります。必要に応じて、先に進んでいくつかの追加のファイルを 

D: ボリュームにコピーします。 

https://www.sublimetext.com/3
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... 12 時間後 

それでは、再構築オペレーションを続行しましょう。 

6. WorkSpaces コンソールにログインしなおします。 

7. Test User WorkSpace を選択します。 

8. [Actions]、[Rebuild WorkSpace] の順に選択します。確認するように求められます（下図 

22 を参照）。 

  

図 22: WorkSpace の再構築 

再構築オペレーションが完了するまでに 30 分ほどかかります。このプロセスが完了したら、

Test User WorkSpace に再接続します。以下のようになっています。 

 SublimeText が削除されました。 

 Notepad++ が復元されました。 



  

 

© 2016, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.  

 

 12 時間経過したとすると、D ドライブに作成したファイルはまだ残っています。たとえ

ば、前にダウンロードして D ボリュームに保存した SublimeText インストーラーは残っ

ています。 

 

ステップ 8: 実行モードプロパティを変更する 

Amazon WorkSpaces には、月単位と時間単位の支払いオプションが用意されています。月単

位の課金では、使用時間に制限はなく、固定月額料金をお支払いいただきます。時間単位の課

金では、WorkSpace ごとに少額の固定月額料金（インフラストラクチャとストレージのコス

ト）に加えて、その月の WorkSpace の時間単価での使用料金をお支払いいただきます。月単

位でお支払いになるには、AlwaysOn 実行モードで動作するように、Amazon WorkSpaces を

設定する必要があります。時間単位でお支払いになるには、AutoStop 実行モードで動作するよ

うに、Amazon WorkSpace を設定する必要があります。お客様の AWS アカウントで月単位と

時間単位の両方の課金オプションを利用できます。また、課金期間中の任意の時点で課金オプ

ションを切り替えて、AWS の課金を最適化することもできます。課金オプションと料金の詳細

については、ここで確認できます。 

いずれかの WorkSpace の実行モードを変更するには: 

1. WorkSpaces コンソールにログインしなおします。 

2. Test User WorkSpace（AutoStop 実行モードで動作するように先ほど設定）を選択します。 

 

 

 

 

 

https://aws.amazon.com/workspaces/pricing/
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3. [Actions] をクリックし、[Modify Running Mode Properties ] を選択します（下図 23 を参照）。 

 

図 23: 実行モードプロパティの変更  
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4. WorkSpace の新しい実行モードを選択します（下図 24 を参照）。 

 

図 24: 実行モードプロパティの変更 

5. 変更後の実行モードがコンソールに表示されます。AutoStop インスタンスの場合、

[Actions] メニューに、WorkSpace を起動または停止する追加のオプションがあります。 
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ステップ 9: クリーンアップする 

これで、WorkSpace がプロビジョニングされ、初期 WorkSpace のイメージが作成され、 

イメージからバンドルが作成され、カスタムバンドルから新しい  WorkSpace がデプロイされ、

WorkSpace が再起動および再構築されて、実行モードが切り替わりました。 

環境をクリーンアップする準備ができたら、コンポーネントを正しい順序で削除する必要があ

ります。 

WorkSpaces コンソールに移動します。 [Bundles] で、カスタムバンドルを選択し、

[Actions]、[Delete Bundle] の順に選択します。このアクションは実行に失敗します。そのバ

ンドルから構築されたすべての WorkSpace をまず削除する必要があるためです。バンドルが

まだアタッチされているイメージを削除しようとする場合も同様です。 

これまでの変更を元に戻すには: 

1. [WorkSpace] ページに移動し、Test User WorkSpace を選択したら、[Actions]、[Remove 

WorkSpaces] の順に選択し、確定します。 

2. WorkSpace の終了後、バンドルを削除し、カスタムバンドルを選択したら、[Actions]、

[Delete Bundle] の順に選択します。 

3. 次は、 [Images] に移動します。カスタムイメージを選択してから、 [Actions]、 [Delete 

Image] の順に選択します。 

4. ディレクトリを削除する場合は、ImageBuilder WorkSpace も削除する必要があります。

[WorkSpace] ページに戻り、ImageBuilder WorkSpace を選択したら、[Actions]、[Remove 

WorkSpaces] の順に選択し、確定します。 

5. ディレクトリを削除する前に、WorkSpaces サービスから登録解除する必要があります。 

6. WorkSpaces コンソールの [Directories] タブに移動します。ディレクトリを選択したら、

[Actions]、[Deregister] の順に選択します（下図 25 を参照）。 
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図 25: Amazon WorkSpaces サービスからの Microsoft AD の登録解除  

7. Directory を再び選択しますが、今度は [Actions]、[Delete] の順に選択し、確定します（下

図 26 を参照）。 

 

図 26: Microsoft AD の削除 

     ディレクトリの削除には数分かかります。プロセスが完了するまで待ちます。 

8. これで、VPC コンソールにアクセスし、WorkSpaces VPC を削除できます（下図  

27 を参照）。 
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図 27: WorkSpaces VPC の削除 

9. EC2 コンソールから Elastic IP アドレスを削除します。 

 

情報リンク 
 

https://clients.amazonworkspaces.com/ — ダウンロード可能なクライアントのリスト 

https://clients.amazonworkspaces.com/Health.html — WorkSpaces サービスのグローバルヘ

ルスチェック 

https://aws.amazon.com/workspaces/faqs/ — WorkSpaces の FAQ 

http://docs.aws.amazon.com/workspaces/latest/adminguide/what_is.html — WorkSpaces  

管理ガイド 
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